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概要

リモートセンシング技術は広域エリアの情報を短時間で把握することが可能

な点に特徴を有する。このことから、大規模災害時の迅速な被害把握にリモー

トセンシング技術が貢献できるものと考えられる。そこで、2004年10月に発生

した新潟県中越地震及び同年12月に発生したインドネシア・スマトラ沖地震津

波の被害施設について人工衛星取得画像からの抽出・把握を試行した。
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Synopsis
This note shows the result of the application of the remote sensing technologies for the

detection of facilites damages caused by the Mid-Niigata Prefecture Earthquake in 2004 &

Sumatra- Andaman Island Earthquake in 2004
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